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　農業委員会では、耕作されていない農地（遊休農地）等の把握
と違反転用の未然防止のために、毎年、農地法の規定に基づき、
農地の「利用状況調査」を行っています。

　本調査は、地域の農地利用最適化推進委員が中心となって現地調査を行うもので、5月から9月までの期間で実
施する予定となっております。調査の際は、必要に応じて農地に立ち入らせていただく場合がありますので、ご
了承願います。
　また、調査終了後は、遊休農地をお持ちの方などに、その農地の農業上の利用について、ご意向を伺う予定です。
皆さまのご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

　札幌市農政部農業支援センター　Tel.011-787-2220　 　問い合わせ先

　6月3日（月）より、農業者年金受給権者現況届の受付を開始い
たします。現況届は、農業者年金基金より農業者年金受給権者の
方へ送付されます。農業者年金の受給資格について、毎年１回確

認するもので、農業者年金を受給し続けるために必要な手続きとなりますので、6月28日（金）までに、忘れず
に農業委員会まで提出頂きますようお願いいたします。

　札幌市農業支援センターで今年度取り組む予定の試験調査等の計画概要をお知らせします。興味 ・ 関心のある
方は当センターまでお問い合わせください。

○試験調査等
課　　題　　名 内　　　　　　容

ミニ・中玉トマト秋期安定生産技術の検証調査 ミニトマト及び中玉トマトのハウス夏秋どり栽培における、摘房および側枝葉利用による秋季安定生産
技術の検証を行う。

サツマイモの栽培法検討調査 サツマイモ栽培について、冷涼な地域での安定した収穫を目的に、苗の自給生産と苗質による収量性を
検討する。（有機栽培の一部として実施）

ブロッコリー品種作期別適応性調査 H30年度で終了した地独)道総研農業研究本部農業試験場と市町村農業技術センターの連携による「北海
道野菜ブランド力強化推進事業」で評価された品種について、地域における品種ごとの栽培適期を探る。

直売向け野菜の施肥量検討調査 オクラのハウス栽培における施肥量検討を行い、土壌診断にかかる施肥設計に活用する。
イチゴ「サトホロ」の栽培方法の検証調査 市内で継続して栽培されているイチゴ品種「サトホロ」における、マルチ資材の適性の検証を行う。
未利用有機物を用いた土壌改良効果の検証調査 泥炭や枝葉草堆肥などの有機物について継続的に土壌に施用し、その効果について検証を行う。
有機栽培等の実証調査 本市での適応技術を検討するとともに、有機栽培を志向する新規就農者の参考となる実証調査を行う。

○その他の取組み
分　　　　　類 内　　　　　　容

種の保存 イチゴ「サトホロ」の茎頂培養による原種維持と苗の増殖、農業者への提供を行う。

土壌分析及び診断 農地の土壌化学性を分析して土壌診断処方箋を作成し、土づくりや適正施肥設計に関する情報提供を行
う。

土づくり支援 市内農地の土づくりのため、公共事業で発生する泥炭土など未利用有機物を農業者へ提供する。

令和元年度　試験調査等計画

　郵送でも受け付けできます。なお、ご住
所等に変更がある場合は、手続きが必要で
すので、直接農業委員会事務局へお持ちい
ただくか、郵送前にご連絡ください。
＜郵送での現況届提出先＞
〒060-8611
札幌市中央区北1条西2丁目
札幌市農業委員会事務局　宛

転居した場合、農業者年金の住所変更届の提出はお済み
でしょうか？（区役所での住所変更手続きとは別のもの
ですのでご注意ください。）お済みでない場合は、農業委
員会事務局へご連絡ください。農業者年金住所変更届の
書類を郵送させていただきます。

連絡先：農業委員会事務局　℡211-3636

農業委員会からのお知らせ

農地の「利用状況調査」への
ご協力をお願いします

農業者年金受給権者現況届の
提出をお願いします


